
科研費を基軸とした『持続的な研究活動』の共創
田上 款、稲石 奈津子、橋爪 寛、関 二郎（京都大学 学術研究支援室 (KURA)）

科研費は研究者の研究基盤、そして日本の基礎学術を支える研究費
である。「科研費を見る」ことは、URAが研究者と向きあい研究現場
の課題を発見するための有効なツールである。京都大学の学術研究支
援室では「科研費申請書の教科書の発行」や「研究計画調書のブラッ
シュアップ」など研究者の視点にたった多彩な科研費獲得推進メ
ニューを展開している。計画調書のブラッシュアップを通してURAが
研究者に提供を目指す価値は、単なる採択率の向上ではなく、中長期
的な研究推進への貢献である。このために求められる力は「申請書を
通して研究者と研究の話をする能力」であり、URAはこの能力の研鑽
に務める必要がある。

本ポスターでは、京大の学術研究支援室が実施してきたこれまでの科
研費獲得推進メニューを振り返り、科研費を基軸として『持続的な研
究活動』を研究者と共創するために、URAが目指すべきことを議論す
る。

今後の課題と展望

・支援スキルの可視化計画調書・ブラッシュアップの実績

Point1: 年間を通して多彩な「科研費メニュー」を提供
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大型種目
模擬ヒアリング

URA申請書
アドバイス

科研費説明会

科研費申請分析

公募

科研費採択調査・JSPS動向分析

外国人向け
科研費説明会

Point3: 大学事務部との連携

→研究者は科研費の規模や段階に応じて支援の選択が可能

科研費の教科書

Point2: 充実した
個別研究者対応

・採択申請書のエッセンスを凝縮
・OISTと英語版も作成・配布

・説明会等は事務部と共同で開催
・大型種目対策でも密な連携
→ URAが研究者と事務部の架け橋としても機能

・個別面談等通し研究者と信頼関係を構築
→ 『科研費』以外の研究推進への展開・貢献

具体例 出資事業案件
NEDO 各種共同研究 相談・提案・出願

特許産学連携

研究者とURAのディスカッション
URA同士のディスカッション

面談やメールによるアドバイス

共同研究外部資金

研究の理解

科 研 費 ブラッシュアップ
KAKENHI Brush Up!!

研究者との信頼関係採択数・率の向上

共同研究、特許の提案 → 戦略的な資金獲得

・ブラッシュアップスキルの可視化

・研究現場の課題発見

“URAのための科研費の教科書”の作成
個人ノウハウの収拾・蓄積

“生きた”研究者情報の蓄積

研究者とのディスカッションから見える
現場課題の発見
→ 研究環境の最適化

要旨 研究者へのアプローチ

科研費・採択数
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Q, 科研費支援をどの様に知ったか？ Q, URAの対応スピードは？ Q, 形式面へのアドバイスは？ Q, 内容面へのアドバイスは？

Q, 総合的にみてアドバイスは？ Q,URA支援を他の研究者に勧めるか？ Q, 今後の外部資金獲得にURAの支援を？

研究内容面へのアドバイスにも高い評価

研究者からのフィードバック(H28)

URAには学内の幅広い研究者層からのニーズ

種目別の依頼割合（H28）

2704件中

京大の申請種目と同比率 若手から高いニーズ

・名誉教授アドバイス

79件中

・URAアドバイス・京都大学
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URAアドバイスにより採択率が向上(したかもしれない）

研究者と継続的な
信頼関係を構築

研究者を知る最良の機会

・支援スキルの可視化持続的な研究活動に向けて

・プロアクティブな研究プロモーション

* 京大・名誉教授が専門的視点からアドバイスを実施

¶ 転入、転出等により一部のデータは異なる可能性がある

科研費・採択数／申請数 （採択率）
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

全学 311/713
(44%)

745/1669
(45%)

927/2328
(40%)

1028/2614
(39%)

1016/2935
(35%)

1039/2640¶
(39%)

922/2698¶
(34%)

名誉教授* 20/60
(33%)

30/81
(37%)

24/88
(27%)

28/107
(26%)

36/92
(39%)

32/72¶
(44%)

19/48¶
(40%)

URA** 73/145
(50%)

70/162
(43%)

113/272
(42%)

213/528
(40%)

若手A、B 若手A,B, 
基盤C 全種目（H29の名誉教授は一部種目制限あり）

**京大・URAが審査の観点からアドバイスを実施

P17

科研費IR（特に大型科研費）
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